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しか し、 『経済学批判』か ら 『資本論』へのマルクスの経済学研究に飛躍があり、また両
者の間に段階が画しうるならば、それらの 「一般的結論」としての史的唯物論を同一視する
ことは困難であろう。けだ し、いわゆる史的唯物論がマルクスの経済学の研究にとって 「導
びきの糸」であるにして も、それはなによりも社会 と歴史との唯物論的な研究の 「一般的結
論」にほかならないからであり、その内容が研究の到達段階に制約されているか らである。
したがってr資 本論』段階のマルクスの研究がr経 済学批判』段階のそれと段階を画 しうる
ものであるならば、 『経済学批判 ・序言』に定式化されている 「一般的結論」はまさにr経
済学批判』段階の研究水準に制約されたものとなり、r資 本論』段階にはそれに固有な 「一
般的結論」が別個に想定されることを不可避とする。逆に、r経済学批判 ・序言』のそれとは
別個な 「一般的結論」が 『資本論』にみいだされるな らば、このことは 『経済学批判』と 「資
本論』との段階的差異を照射するものとなる。この想定か らすればr経済学批判 ・序言』の
機軸をなす生産力と生産関係との対応 も、r資 本論』段階にたいして 自明の前提とされるべ
きものではなく、反対にr資本論』段階の検討において再把握されるべきものになろう。
主題の追求にあたっては1860年以後のマル クスの 『資本論』を中心とする全著述の全面
的検討がおこなわれ、これらの記述に即 して徹底 した解釈がはか られねばならない。この解




このような主題設定と方法 とにより、マルクスの 「資本論』段階に固有な 「一般的結論」
が獲得され、これによってこれと相関的なr資 本論』の体系的理解もまた深化するであろう。
序章、第1章 ではr資本論』段階の 「一般的結論」の機軸がどのようなものであるかをと











されていることである。r経 済学批判 ・序言』の定式を変更 してしめされたこの対応 こそ 「資
本論』段階の 「一般的結論」の機軸をなす ものである。
生産様式と生産関係との対応が機軸をなすことは、右のかぎりではさしあたりは仮説であ
る。この仮説に立脚 し、まずマルクスの生産様式カテゴリーの概念規定か ら明確化 しよう。









































































変 と理解 され、また 「内容」としての資本家的取得の法則から 「形式」である商品生産の法










変化するのである。 ドイツ語版で 「仮定」 として設定 された商品生産の取得の法則は、フラ
ンス語版では登場せず、ただ歴史的な取得様式が私的小生産者の取得様式として登場 してい









































規定を厳密に解釈す るならば、次の諸点で把えられよう。第一に 「個人的所有」は取得 とし
ての所有であり、生産手段あるいは消費手段の所有を意味していないこと、第二に 「協業と
土地をふ くむすべての生産手段の共同占有 とに基礎をお く」 とは個人的所有の実体的根拠で
あること、 したが って集団的生産に実体的根拠をもつ個人的所有になること、第三にこの実
体的根拠は 「資本家時代の成果」であるが、資本家的外被を否定の否定において除去された




























論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1本 論文は、社会思想史を専攻する提出者が、マルクス研究の途上において当面 した諸問





結章 人類史把握とr序言』の 「一般的結論」再考からな っている。
まず序章では、これまでマルクスの唯物論的歴史観がr経 済学批判』の 「序言」(1859














して、マルクス自身が目を通 した最後の版とな ったフランス語版では、叙述を変更 して上記
の理解を事実上否定 し、個別的 ・孤立的過程に立脚する商品生産の所有法則から階級的 ・
継続的過程に立脚する資本家的取得法則への転変が説かれ、歴史的な取得様式の転変を示
すものとなっていることが明らかにされている。
さらに第3章 では、r資 本論』の総括的記述ともみうる 「資本家的蓄積の歴史的傾向」
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の部分が詳細に検討され、 ドイツ語版とフランス語版とのあいだに重大な相違があること




よって再建されるとする 「個人的所有」について も、集団的生産を実態的根拠とす るもの
であることが示されている。
最後に結章では、フランス語版r資 本論』で示唆された人類史把握が、その後のマルク
スによる 「古代社会」研究によって進展せ しめ られたことがあとづけられ、r資本論』段
階での 「一般的結論」からr経済学批判』の 「序言」の定式が再検討されるとともに 「経
済的社会構成の累進的諸時期」が 「継起的諸時期」と区別されるべきことが述べられてい
る。
H本 論文提出者は、従来必ず しも明確ではなか った生産様式および所有の問題について、
統一的な観点から体系的把握を試み、これまで解決ずみと考えられていたところに多くの
未解決の問題を発見 してその解明をはか ってお り、いたるところで独 自の解釈を提出して
いる。 もとより、その思索にはなお今後の研鑛にまっべきものなしとせず、とりわけ、最
近あいついで公刊されつつある 『資本論』関係資料による再検討が必要であろう。しかし
現在の時点において、マルクスのr資 本論』段階の基本的構想の解明という困難な課題と
取りくみ、かなりの成果をあげることができた点において、本論文は高く評価 されるべき
である。
以上審査するところによって、本論文の提出者は経済学博士の学位を授与されるに十分
な資格を有するものと認定する。
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